
ICID 第 20 回総会・第 59 回国際執行理事会 

（パキスタン、ラホール） 

 
 
1.1  開催期間 2008 年 10 月 13 日（月）～10 月 18 日（土） 
 
1.2 開催場所  パキスタン・ラホール 

会場：アイワン・イー・イクバル会議場 

 
1.3 会議テーマ 

○ ICID 第 20 回総会 

全体テーマ： 参加型総合水管理－概念から実践へ 

Q54「持続的な統合水資源管理 」 

Q54-1 発展途上国における研究のナレッジ・ベース、情報管理及び普及 

Q54-2 処理済及び一部処理済の廃水、塩性水を利用する、あるいは塩類土壌に対する灌漑シス

テムの設計及び管理－限界と機会 

Q54-3 多目的利用におけるため池の包含的管理 

Q54-4 水資源に対する気候変動の影響 

Q54-5 浸水農地及び塩害農地における耐塩性植物 

 

Q55「水資源開発及び水管理における公共・非公共部門の役割」 

Q55-1 かんがい排水システムの近代化/民営化による効果 

Q55-2 発展途上国における農業生産の社会経済的側面 

Q55-3 国際河川の水資源の開発、管理、利用における技術的、経済的、法的側面 

 

スペシャルセッション 「かんがい排水システムの開発と管理における世界的変化の関わり」 

シンポジウム 「河川における総合水管理」 

セミナー 「大規模河川の水管理と渇水の歴史からの教訓」 

 

1.4 会議参加者 

農林水産省の予算により、第 20 回総会・第 59 回国際執行理事会への ICID 日本国内委員の派遣を予定し

ていた。しかし、会議開催の直前において、現地パキスタン国の安全性について検討した結果、会議期間中

に治安の悪化の可能性があり、改善が望めない状況にあることから、今回は日本から委員を派遣せず、現地

の専門家が代理出席した。 



1.5 会議日程 

日付 時間 会議名等 備考 

16:00-18:00 SC 役員会 

 

 2008 年 

10 月12 日 

18:00-20:00 MB 評議会 

 

 

09:00-12:30 開会式 

 

 

13:30-16:30 かんがい排水システムの開発及び管理におけるグローバル・

チェンジの暗示 

 

 

14:15-16:30 WG-HIST 歴史作業部会 

 

 

14:15-16:30 WG-ENV 環境影響作業部会 

 

 

14:15-16:30 WG-DRG 排水作業部会 

 

 

14:15-16:30 TF-LDCsAF アフリカの後発開発途上国における戦略タスク

フォース 

 

14:15-16:30 ASRWG アジア地域作業部会 

 

 

14:15-16:30 TF-IBWT 流域変更タスクフォース 

 

 

2008 年 

10 月13 日 

14:15-16:30 PFC 財務委員会 

 

 

09:00-12:30 セミナー 大河川における水管理及び干ばつの歴史からの教

訓 セッション I 

 

 

09:05-11:00 EB-JOUR ICID ジャーナル編集委員会 

 

 

09:05-11:00 WG-SDTA 感潮地域の持続的開発作業部会 

 

 

09:05-11:00 WS of 

WG-ENV 

環境影響作業部会のワークショップ  

09:05-11:00 WG-ON-FA

RM 

ほ場かんがいシステム作業部会  

09:05-11:00 ST-LCB チャド湖地域特別ワークチーム 

 

 

09:05-11:00 ERWG ヨーロッパ地域作業部会 

 

 

09:05-11:00 TF－

POVERTY 

貧困緩和と生計におけるかんがいの役割作業

部会 

 

2008 年 

10 月14 日 

09:05-11:00 AMRWG アメリカ地域作業部会  



 
日付 時間 会議名等 備考 

13:30-15:15 セミナー 大河川における水管理及び干ばつの歴史からの教

訓 セッション II 

 

 

13:30-15:15 C-PR&P 広報・出版委員会 

 

 

13:30-15:15 WG-CAFM 洪水総合管理作業部会 

 

 

13:30-15:15 WG－MIS かんがい近代化部会 

 

 

13:30-15:15 WG-PQW 低品質水のかんがい利用作業部会 

 

 

13:30-15:15 AFRWG アフリカ地域作業部会 

 

 

13:30-15:15 ST-ARAL アラル海地域特別作業チーム 

 

 

13:30-15:15 WG- 

CLIMATE 

地球規模気候変動作業部会  

 

13:30-15:15 C-CONGR 総会詳細組織委員会 

 

 

08:00-09:00 Mtg 

NC-OBs 

国内委員会とオフィス・ベアラーズのミーティン

グ 

 

09:05-11:00 シンポジウム 河川における総合水管理 

 

 

09:05-11:00 WG-CD 辞書調整作業部会 

 

 

09:05-11:00 WG－

DROUGHT 

水ストレス地域における水管理部会  

09:05-11:00 WG-WATS 農業用水節水作業部会 

 

 

09:05-11:00 WG-CROP 作物生産のための自然資源の持続的利用作

業部会 

 

09:05-11:00 谷地の機械化かんがいにおける節水のポテンシャル 

 

 

09:05-11:00 WG-FIN かんがい排水治水の水財政作業部会 

 

 

09:05-11:00 TF-WWF5 WWF5 へのインプット・タスクフォース 

セッション I 

 

 

2008 年 

10 月15 日 

09:05-12:30 PCSPOA 戦略計画・組織委員会-セッション I 

 

 



 
日付 時間 会議名等 備考 

13:30-16:30 WG－TRUE 技術・研究の理解と交流に関する作業部会 

 

 

13:30-16:30 WG-CAFM 洪水総合管理作業部会 

 

 

13:30-16:30 TF-WWF5 WWF5 へのインプット・タスクフォース 

セッション ii 

 

13:30-16:30 PCSPOA 戦略計画・組織委員会-セッション II 

 

 

13:30-16:30 INPIM-ICID PIM 再構築に関する特別セッション 

 

 

13:30-16:30 PCSPOA 戦略計画・組織委員会-セッション II 

 

 

13:30-15:15 Question 54 の General Report 発表 

 

 

 

15:45-17:00 Question 55 の General Report 発表 

 

 

09:00-17:00 Question 54－持続的な統合水資源管理 

 

 

09:00-17:00 Question 55－水資源開発及び水管理における公共・非公共

部門の役割 

 

09:00-12:30 PCTA 技術活動委員会-セッション I 

 

 

2008 年 

10 月16 日 

13:30-14:00 PCTA 技術活動委員会-セッション II 

 

 

09:00-12:30 IEC 第 58 回国際執行理事会-セッション I 

 

 2008 年 

10 月17 日 

09:00-12:30 ICID-FAO 共同ワークショップ 利用者本位の灌漑用水管理：

近代化の鍵-セッション I 

 

13:30-17:30 IEC 第 58 回国際執行理事会-セッション II 

 

 

14:00-17:30 ICID-FAO 共同ワークショップ 利用者本位の灌漑用水管理：

近代化の鍵-セッション II 

 

2008 年 

10 月17 日 

14:00-17:30 WS of  

WG-YPF 

若手かんがい排水技術者フォーラム作業部会

のワークショップ-セッション I 

 

 

09:00-12:30 Question 54 本会議（終了時）  

09:00-12:30 Question 55 本会議（終了時）  

09:00-12:30 WS of  

WG-YPF 

若手かんがい排水技術者フォーラム作業部会

のワークショップ-セッション II 

 

09:00-12:30 CG-IPTRID IPTRID 諮問グループ  

09:00-12:30 プレゼンテーション- トルコの水資源開発  

2008 年 

10 月18 日 

13:30-17:30 閉会式  



1.6 主な会議結果概要 

代理出席の現地派遣専門家より、以下の報告を得ている。 

○ 国際執行理事会（IEC） 

会長 1 名、副会長 3 名の選挙が行われた。Chandra Madamootoo(カナダ)が会長に当選した。また、副会長３名

（アメリカ、南アフリカ、中国）の交代選挙があり、エジプト：Mrs. Samia El-Guindy、日本：太田信介、イタリア：

Prof. Lucio Ubertini の 3 候補者が当選した。 

○ アジア地域作業部会（ASRWG） 

イランの Shiati 氏を議長とし、日本からは太田委員（日本 ICID 協会会長）がメンバーとなっている。ASRWG が

取組むべき次期テーマとして、太田委員を議長とする『アジアにおける気候変動に適応したかんがい排水の戦

略』に関するタスクフォースが形成された。本タスクフォースでは、ASRWG メンバーを中心とするアジア地域の

各国に気候変動への取り組みに関するアンケートを実施し、その結果を集計した。 

大田委員は、日本国内委員会の全体の方針により、本作業部会に参加できなかったため、アンケートの集計

結果の取りまとめ及び今後の活動方針に関する資料を、現地専門家を通じて本作業部会の参加メンバーに配

布した※。 

※ 資料については、事項Ⅰ．２に記載する。 

 

 


